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野 棲 ハ ッ カ ネ ズ ミ の 生 活 史II

発情周期,交 尾,妊 娠および分娩*

平 岩 馨 邦 ・ 濱 島 房 則

The life history of the Japanese mouse, Mus molossinus 
           Temminck and  Schlegel II 

       Estrous cycle, copulation, pregnancy and 

          parturition in the rearing cages 

    Yoshi Kuni Hiraiwa and Fusanori Hamajima

洋種 ハ ツカネズミに関す る繁殖 につ いての研究 にはAllen(1922),Parkes(1926)を

は じめ多 くの研究があ る.し か し日本産野棲 ハ ツカネズ ミに関 しては未 だほ とん どその研

究が なされていない.そ こでわれ われ は前 報で述 べた飼育 法に よ り本種 を飼育 し,発 情周

期,交 尾,妊 娠 お よび分娩 につ いて観 察 し,若 干 の知見 を得た ので ここに これ らにつ いて

簡単に述べてみたい.

1.発 情 周 期

性的成熟 に達 し妊娠,偽 妊娠,哺 乳期 にあ るものを除 く雌 ハ ツ カ ネズ ミは ドブネズ ミ

Rattusnorvegicusと 同 様に発情 周期を もつてい る.発 情 周期 の研 究については ドブネズ ミ

の畜養種 シロネズ ミではLongandEvans(1922),洋 種 ハ ツカネズ ミではAllen(1922),

parkes(1926,1928),戸 刈(1927)等 の研 究があ る・ 日本産野棲 ハ ツカネズ ミにおけ る発

情 周期 の研 究は今の ところ濱島(1958)に よつてな され た観 察だけで他 にはその報告 をみ な

い.わ れわれ の観 察には1956年4月2日 ～15日 に生 まれ た処女ハ ツカネズ ミ23匹 を使 用 し

た.そ の各 の個体 につ いての発 情周期 を1956年8月1日 か ら1957年7月 末 日まで膣脂膏法

に よつて隔 日に調 べた.観 察方法はつぎの よ うであ る.膣 脂膏採取 用の棒 としては亜鉛引

鉄線(18番 線)を10cmの 長 さに切 り,熱 湯消毒 し,こ れ に脱脂綿 をかた くまきつけ,こ れ

を水 でわずか湿 した ものを用いた.膣 脂膏 を スライ ドガラスにぬ りつけ,0.05%の メチ レ

ソ青 液1滴 をお として染色,数 分後 これ を顕鏡 した・ この結果,春 と秋 に発情 の例数が多

く,夏 と冬 に少ない ことがわかつた.こ の よ うな現象 はシ ロネズ ミに も観察 され ている.

す なわち竹 脇(1947)に よ ると寒暑 の激 しい季節 には シ ロネズ ミの発情周期 は不規則 になる

とい う.と ころで洋種 ハ ツカネズ ミにおけ る発情 周期 の長 さにつ いて も多 くの報告があ る
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Table 1. List of the length of one  estrous cycle of 

      Mus musculus by various authors.

が,そ の代表的なものをあげるとTable1の ようである.

Table1に よつて明らかなように洋種ハツカネズミの1周 期 の長さは4～7日 で大部

分は5日 か6日 である.本種においては1周 期の長さは419周 期から算出して6.001土0.079

日となつた.こ れはAllen(1922)に よるbrownmouseの1周 期の長さによく似てい

る.ま た各期の長 さは発情前期では0.68日,発 情期では2.30日,発 情後期では0.63日,発

情間期では2.39日 であ り,戸 刈(1927)の 場合にやや似ている.

II.交 尾

ハツカネズミはいつでも交尾できるものではな く,性 的成熟ののち発r周 期における発

情前期の終 りから発情期の初めに至つてはじめて雌は雄をゆるし,ここに交尾が成立する.

われわれは研究室内で本種を飼育繁殖し,膣 脂膏を調べた上で雌に雄を配 し,交 尾を観察

した.そ の結果,腔 脂膏の1視 野中に有核上皮細胞が2～3み られ るときに雄を配すると

ほとんど確実に交尾が成立することがわかつた.普 通雌1匹 に対して雄2匹 を配すると雄

の間に闘争 がみ られるので,雄1匹 に対して雌2匹 を配するのがよい.し かし一番 よいの

は雄1匹 に対して雌1匹 を配することである.交 尾は普通夕刻から夜半以前である.昼 問

に交尾するものもあるが稀である.交 尾がすむと膣栓を形成する.竹 脇(1947)に よると

膣栓は子宮頸管部を機械的に刺戟して,黄 体を機能化させるために意義があるとい う.分

娩後1日 以内に発情がみられ,雄 を配しておけば交尾し妊娠は成立する.

III.妊 娠 お よ び 分 娩

われわれは前述の交尾個体をさらに連続観察し,妊 娠によつておこるplacentalsign‐

膣脂膏申への血液の出現一を確認 し,分 娩日時を観察した.そ の結果をTable2に 示す・

洋種ハツカネズミは交尾した もののうち80.8%が 妊娠す るとい う(Parkes,1926)・

本種でも同様に交尾したものの大部分は妊娠する.妊 娠した個体では交尾後約1週 間もす

ると膣上皮の粘液化が現われはじめる.こ の 上皮細胞が本種で は特徴的で細胞は襖形を

し,核 は細胞の一隅に横たわつている(Fig.1).こ の上皮細胞の出現が妊娠を知る最初

のしるしである.洋 種ハツカネズミでも交尾後約1週 問もすると膣上皮の表層の細胞に粘

液化が現われ る(竹 脇1947)・Parkes(1926)に よれば妊娠後2週 間の初めに膣脂膏に



粘液を含み,つ いで粘液は血 液を含 む よ うに

なる とい う.妊 娠中の膣 脂膏には白血球 と若

干 の上皮細胞 を含む.妊 娠 もおわ りに近 づ き

分娩前に なる と膣脂膏の粘液化は最 多 となつ

て くる.

つ いで妊娠 を示す し る し と してはpla-

centalsignで あ る.本 種で はTable2に

示 した よ うに 妊娠個体 の膣 に は交 尾後平均

11.16士0.133日 目(8～13日 目)に 出血が認

め られ る.出 血後2～3日 はそ の程度は著 し

いが その後 は稀薄に なる.分 娩 まじかにな る

と血液 量は ます ます少 な くな り次第に膣粘液

は水飴色 に変わつ て くる.同 様な ことは シ ロ

ネズミに おいて 観 察 され ている(Longand

Evans,1922).ま た 洋種 ハ ツ カネズ ミでは

妊娠後11～13日 目に膣 に出血 を認 ある とい う

(Merton,1938).

Fig. 1. Vaginal smear during pregnancy 

    showing the goblet-shaped and highly 

    modified mucus-secreting epithelial 

    cells with nucleus.  X260.

本種 の妊娠期間はTable2に 示 した よ うに平均20.24士0.122日(19～21日)で あつた・

Table 2. Duration from copulation to the parturition.

しか し哺乳 しなが ら妊娠 した個体 では25日 の妊娠期 間を示 した例 があ る.黒 田(1927,

1940),岸 田(1926)は 本 種 の妊娠期間を4週 間 と報告 しているがわれわれの結 果 と比較

す ると著 し く長 い.注 目すべ き点であ る.洋 種 ハツカ ネズ ミにおけ る妊娠期 間はDaniel

(1910,1912)に よる と20日,Kirkham(1920)は18～21日,Parkes(1926)に よ る

と19日 の ものが多い とい う.ま た藤井(1931)は20.5日,Merton(1938)は19日 とし,

多 くの著者 は19日 間 とい う.Feketeに よると系統に よつて も妊娠期 間が異な り・C57

Blackで は 大多数 の個体は19--20日 間,dba種 で は大多数が20--21日 間 であ るとい

う(Snell,1956).ま たStrong(1950)に よる と出産直後におけ る妊娠 では着床 が遅れ

て大体26日 間に,Danie1(1910)に よ ると哺乳 中の雌 では妊娠期間が22～30日 に延長

す るとい う.

分 娩は.1L-H通夜 間にお こるが時には昼間に もみ られ る.わ れ われ の観 察では大部分は夜間

であつたが3例 だけ昼間に分 娩 した.Merton(1938)に よ ると洋種ハ ツ カネズ ミの分娩

は夜申か ら午前4時 に最 高,つ いで午後4時 か ら8時 までの間,最 も少ないのは午前4時

か ら午後4時 までの間であ るとい う.

交 尾,妊 娠 して膣脂膏中にplacentalsignを 認 めても分娩に まで至 らない場 合があ る.



これ はす でに述べた よ うに妊娠中に 胎児が萎縮退化 して しまつたか らと考}ら れ る(濱

島,1958b)・ 特 に母体が老衰 している場 合に よ く観 察 され る.こ の問題 につ いては後 の

報告 で詳細 に論 じた い.

要 約

本報 では 日本産野棲ハ ツカネズ ミの生殖,す なわち発情 周期,交 尾,妊 娠 お よび分娩に

つ いて述べた.そ れ らを まとめ るとつぎの よ うであ る.

1・ 本種におけ る発 情周期 は シ ロネズ ミにおけ ると同 じく発情前期,発 情期,発 情後期,

発 情間期 の4期 にわけ られ る.そ して1周 期 の長 さは平均6.001土0.079日 で,発 情前期は

0,68日,発 情期 は2.30日,発 清後期 は0.63日,発 情間期 は2.39日 で あつた.

2。 交尾は発情前期 か ら発情期 の間に行 なわれ る.多 くの交尾は夜間にお こる.

3・ 妊娠個体 では交 尾後1週 間 もす る と膣脂膏中に核 を一端に もつ襖形を した粘液化上

皮細 胞が現われ る(Fig.1).

4・ 妊 娠個体 においてplacentalsign一 膣 への出血 一をみ るのは交尾後8～13日 目で

平均11.16士0.133日 目であ る.こ の出血 は妊娠 の確かな しるしであ る.

5・ 多 くの分娩 は夜 中にお こる.妊 娠期間は平均20.24土0.122日 で ある.哺 乳 しなが

ら妊娠 してい る個体 では妊娠期 間は少 し延長す る.
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 Resume 

   Main points of our observation on estrous cycle, copulation, pregnancy and 

parturition of Japanese mouse, Mus molossinus Temminck and Schlegel are sum-
marized as follows : 

   1. The estrous cycle of this wild mouse is also divided into the following 
four stages, i. e. proestrus, estrus, metestrus and diestrus. The average dura-
tion of the estrous cycle is 6.001 ± 0.079 days. The average duration of the 
estrous is 0.68 day, estrus 2.30 days, metestrus 0.63 day and diestrus 2.39 days 
respectively. 

   2. The copulation occurs usually between proestrus and estrus at mid-
night. 

   3. At the beginning of the second week after copulation the vaginal smears 
contain goblet-shaped mucus-secreting epithelial cells with the nucleus at the 
apex (Fig.1 ). 

   4. The appearance of blood in the vagina, so called "placental sign " is 
noticed within the period of 8 to 13 days after copulation. The average dura-
tion elapsing between copulation and placental sign is 11.16 ± 0.133 days. The 
blood is a positive indications of pregnancy. 

   5. The majority of parturitions takes place at midnight. The average 

period of gestation in the non-suckling mouse is usually 20.24 ± 0.122 days. But 
in the case of the suckling mouse it is somewhat lengthened.
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